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編成方針

今回の補正予算は！？

将来のまちづくりを見据えた各施策を

積極的に推進する予算を編成しました。

「幼児教育・保育の無償化への対応」や

「学校給食センター統合及び調理・配送等業務委託事業」 など

「スーパー改革プラン２０２０」の

財政収支見通しや財政健全化の推進に留意しつつ、

一般会計９月補正予算（案）の概要
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令和元年度一般会計補正予算（第２号）の規模は

６億８，１６１万３千円

補正後の予算総額では、２５０億３，７５１万４千円

対前年度比０．３％の増

予算規模

一般会計９月補正予算（案）の概要

区分

金額 比較

Ｒ元年度 Ｈ３０年度 増減額 ％

当初予算額 ２４,２６４,０００ ２４,１７０,０００ ９４,０００ ０．４

補正前予算額 ２４,３５５,９０１ ２４,２３４,３０１ １２１,６００ ０．５

補正予算額 ６８１,６１３ ７３２,４１１ △５０,７９８ △６．９

補正後予算総額 ２５,０３７,５１４ ２４,９６６,７１２ ７０,８０２ ０．３
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企画総務部 総務課

戦略企画課

Ｒ１．９補 １,５８４万円

敷地の境界確定、倉庫等の解体撤去

地域住民等による幼稚園・体育館の

継続利用のため、進入路等の整備設計

北灘西小学校校舎

地域の活性化、地域資源の有効活用を図るため

民間事業者等が小学校校舎等を活用して展開する

事業計画を公募します。

また、施設の利活用に向け、必要な周辺整備

を実施します。

地域活性化につながる事業を展開する

利活用事業者を選定

民間事業者等を対象に事業計画を公募

文部科学省HP「みんなの廃校プロジェクト」
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とき：令和 2年3月14日(土)

場所：ドイツ館周辺

【ポイント】

９月１日の鳴門市総合防災フェ

アでの訓練は、各機関の連携確認

を重視。

ぼうさいファミリーミーティン

グは、地域住民の方の防災意識の

高揚、啓発に主眼を置く。

フェーズフリーの提案

●ウォーキングコースに避難場所を

ポイントに入れ、避難路になじみを

持つ。

（いつもはウォーキングコース。

もしものときは、避難路。）

●フェーズフリーの啓発ブースを設置

新

Ｒ１．９補 ５０万円

地域参加型の防災訓練を実施
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企画総務部 危機管理課



市民環境部 ドイツ館

ユネスコ 「 世界の記憶」登録推進事業

昨年度、東京・京都で好評であった

「板東俘虜収容所の世界展」の展示

を、徳島県立博物館および大阪圏域

で開催します。

東京展の様子

京都展の様子 p.6

Ｒ１．９補 ９２万円



健康福祉部 子どもいきいき課

教育委員会 学校教育課

Ｒ１．９補 １,９４２万円

（子どもいきいき課 ９４５万円）

（学校教育課 ９９７万円）

１０月から国の幼児教育・保育無償化事業によって保育料負担が

軽減される世帯の給食費（副食費）の無料化に取り組む。

国が副食費の算定基準としている月額4,500円を上限に補助を実施。

【国対象者】

◆年収360万円

未満相当世帯

◆第３子以降

【市対象者】

◆全ての所得階層

◆第１子から

すべての幼児教育・

保育無償化事業対象

者の給食費（副食費）

負担が軽減
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経済建設部 観光振興課

Ｒ１．９補 ３,５８３万円

○ 鳴門駅前公衆トイレ新築工事 （建築工事） ２,７２０ 万円
○ 鳴門駅前公衆トイレ新築工事監理業務 ４３ 万円

計 ３,５８３ 万円

駅舎南側に公衆トイレを新築

（ 管工事 ） ８２０ 万円

鳴門駅周辺には、

足湯や観光案内所、

商業施設等があり、

多くの人が集まる

公衆トイレを新築

駅舎の耐震化工事
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消防本部 予防課

Ｒ１．９補 ３１万円

＃７１１９救急安心センター事業
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教育委員会 教育総務課

市学校給食センター

Ｒ１．９補 １,８００万円

債務負担行為 ４億８千万円

（令和２年度から令和４年度まで）

学校給食センター調理・配送等業務委託事業

債務負担行為 ４億８,０００万円（令和２年度から令和４年度まで）

学校給食センター統合 １,８００万円
少子化等の影響から、学校給食の提供食数が減少しており、令和２年度から大麻学校給食センターを統合し、鳴門市学校給食センター単独での給食提供を行う

統合により大麻中学校区の副食を、鳴門市学校給食センターから新たに提供することとなるために必要となる、食器・食缶・コンテナ等を購入
統合によりランニングコストの削減や施設管理経費の縮減を図ることで、より効率的な運営に努める。

委託の範囲は、「調理・配缶・配送・回収・洗浄・清掃」を主とする給食の質・おいしさを決める大きな要因である、「献立作成・食材発注・検食」は、これまでと同様に市自らが行う

将来に渡り、より安全で安心な学校給食を安定的かつ効率的に運営してくためには、提供食数の推移や学校給食業務に関わる人員の確保の観点から、両センターの統合及び調理・配送等業務の民間委託は避けられない状況であると判断した⇒ 統合と同時期の令和２年度からの民間委託を実施

●行財政改革を推進するため、平成１１年度から正規調理員の退職者不補充を継続（正規調理員数 H11:６２人⇒ R１:１０人）
●これまでに策定している市の各種計画の中で「将来的には、給食センターの調理業務等の民間活力の導入についても検討する」などとしていた
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教育委員会 学校教育課

Ｒ１．９補 ５０万円

地元の起業家や商工会などと連携し、児童に「起業家精神」や「起業家的資質

・能力」を身に付けるための起業体験活動について調査研究を行う。

事業内容

100年先を創る起業家育成事業（県委託事業）
地元の起業家や商工会などと連携し、起業体験活動を通して、児童の

「起業家精神」や「起業家的資質・能力」の育成を図ります。

対象校 板東小学校

事業目的

取組内容

【地域での起業体験活動の実践】

◆地域企業と協力した商品作り

◆地域企業への理解

◆会社運営の難しさや楽しさ、達成感

◆課題を解決する喜び、商売に対する意欲

小学校６年生による「商人体験」

起業家精神の育成

○材料の仕入れから商品の販売までの仕組みを学び、模擬会社を設立してイベント出店
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教育委員会 教育支援室

Ｒ１．９補 １５０万円

第4次産業革命時代に活躍するためのプログラミング教育事業

小学校プログラミング教育の実施に向けた

調査研究と教職員の指導力向上

目 的

・ 順序だてて考える

・ 関係づけて考える

・ 条件づけて考える 等

児童の を育成

プログラミングを取り入れた

授業の研究や授業実践により

内 容

里浦小学校 撫養小学校 堀江南小学校

県からの委託により、３小学校で実施対 象
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